
　
群
馬
県
立
沼
田
高
校
は
２
０
２
５
年
度
、

旧
沼
田
高
校
と
沼
田
女
子
高
校
が
統
合
し
て

開
校
し
た
。両
校
の
統
合
は
21
年
度
末
に
決

定
し
、
直
ち
に
両
校
の
教
師
と
群
馬
県
教
育

委
員
会（
以
下
、県
教
委
）か
ら
成
る
準
備
委

員
会
が
組
織
さ
れ
、新
高
校
の
基
本
構
想
の

検
討
が
始
ま
っ
た
。
本
多
勝ま

さ
る

校
長
は
、両
校

の
伝
統
を
土
台
に
、新
高
校
と
し
て
い
か
に

発
展
さ
せ
る
か
を
大
切
に
し
た
と
語
る
。

　「
両
校
は
長
年
、地
域
の
生
徒
の
進
路
実
現

を
支
え
、地
域
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
き

ま
し
た
。新
高
校
は
そ
の
使
命
を
継
承
し
つ

つ
、県
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る『
自
律
し
た

学
習
者
の
育
成
』な
ど
に
向
け
て
、主
体
性
や

　
選
択
科
目
は
43
科
目
と
し
、
う
ち
専
門
科

目
を
４
科
目
、
学
校
設
定
科
目
を
25
科
目
設

定
し
た
（
図
２
）。
同
校
に
は
発
展
的
な
学

習
に
取
り
組
む
「
文
理
探
究
コ
ー
ス
」
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
の
科
目
以
外
は
、

す
べ
て
の
コ
ー
ス
で
選
択
が
可
能
だ
。

　「
選
択
科
目
は
多
彩
で
、難
関
国
公
立
大

学
や
医
学
部
の
入
試
に
対
応
す
る
科
目
を
始

め
、
芸
術
・
家
庭
・
体
育
に
関
す
る
発
展
的

な
科
目
や
、
高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を

見
据
え
て『
情
報
Ⅱ
』も
設
定
し
ま
し
た
。科

探
究
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
視
な
ど
を
掲
げ

た
学
校
運
営
方
針
を
策
定
し
ま
し
た（
図
１
）。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
土
台
に
先
進
的
な
方
策

を
取
り
入
れ
、
よ
り
魅
力
的
な
学
校
を
つ
く

る
こ
と
を
委
員
会
内
で
確
認
し
ま
し
た
」

　
地
域
の
中
核
校
と
し
て
旧
沼
田
高
校
に
設

置
さ
れ
て
い
た
定
時
制
は
継
続
と
し
、
全
日

制
に
つ
い
て
は
、
阿あ

ざ

み
左
見
充み

つ
よ
し良
教
頭
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
生
徒
の
興
味
・
関
心
や
希
望
す
る
進
路

は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。
本
校
の
全
日

制
は
進
学
重
視
型
の
単
位
制
に
よ
っ
て
多
彩

な
科
目
を
設
定
し
、
生
徒
は
希
望
進
路
に
応

じ
た
科
目
を
選
択
で
き
、
発
展
的
・
応
用
的

な
学
習
に
取
り
組
め
ま
す
。
１
年
次
か
ら
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、
き
め
細
か
な
面
談

な
ど
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
の
進
路
実
現
に

寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
た
」

教育目標、学校運営方針、育成する生徒像（抜粋）図１

教育目標
高く理想を掲げ、主体的に真理を探究する精神を養い、多様な視点を
持って新たな時代を切り拓いていくための資質・能力を育成する。

学校運営方針（抜粋）
（１）「自律した学習者」の育成を目指した主体的・対話的な学びの実現
（２）メディアラーニングセンターを活用した探究活動の充実
（３）単位制の柔軟性を活かしたキャリア教育の充実

育成する生徒像（抜粋）
グラデュエーション・ポリシー　•主体的に生きる力　•知識・技能を
活用する力　•社会を牽

けんいん
引する力

※学校資料を基に編集部で作成。

「
目
の
前
の
生
徒
に
必
要
な
学
び
」

と
い
う
視
点
か
ら
科
目
を
設
定

多
彩
な
選
択
科
目
や「
マ
イ
タ
イ
ム
」の
導
入
で
、

自
律
的
な
学
び
と
多
様
な
進
路
実
現
を
支
え
る

群
馬
県
立
沼
田
高
校

地
域
の
中
核
を
担
う
２
校
が
統
合
し
て
開
校
し
た
群
馬
県
立
沼
田
高
校
は
、生
徒
の
多
様
な
進
路
実
現
を
支
え
る
べ
く
、「
進
学
重
視
型
単
位
制
」

を
導
入
し
た
。
難
関
国
公
立
大
学
の
入
試
に
対
応
し
た
科
目
や
、
県
内
初
の
「
教
育
」
を
探
究
す
る
科
目
な
ど
、
多
彩
な
選
択
科
目
を
設
定
。
卒

業
ま
で
の
履
修
単
位
数
を
弾
力
化
し
、
科
目
を
選
択
し
な
い
「
マ
イ
タ
イ
ム
」
を
選
べ
る
な
ど
、
生
徒
が
自
律
的
に
学
ぶ
環
境
を
整
え
て
い
る
。

教
育
課
程

　編
成
の
背
景・
特
徴

地
域
の
生
徒
の
進
路
実
現
に
向
け
、

進
学
重
視
型
単
位
制
に

学年による教育課程の区分：なし（進学重視型単位制）
学科・コース：普通科（普通コース、文理探究コース）
卒業までの履修単位数：77〜95単位
各年次の履修単位数：１・２年次各32単位、３年次最大31単位
選択科目数：43科目（うち専門科目４科目、学校設定科目25科目）
各年次の選択可能な選択科目数：［普通コース］１年次１科目（２単位）、
２年次４科目（９単位）、３年次最大８科目（最大18単位）　［文理探
究コース］１・３年次は普通コースと同じ、２年次は３科目（７単位）

指定校等：2024年度〜DXハイスクール採択校（旧沼田高校と沼田
女子高校の採択を継続）

事
例
1

教育課程　概要
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目
選
択
の
柔
軟
性
を
高
め
る
と
と
も
に
異
学

年
が
一
緒
に
学
ぶ
場
を
つ
く
ろ
う
と
、
２
年

次
ま
た
は
３
年
次
で
選
択
で
き
る
科
目
も
設

定
し
ま
し
た
」（
教
務
主
任・西
山
茂
樹
先
生
）

　
設
定
す
る
選
択
科
目
は
23
〜
24
年
度
に
検

討
し
た
。
ま
ず
は
両
校
の
各
教
科
会
議
で
考

え
た
、
設
定
し
た
い
科
目
案
を
合
同
教
科
会

で
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
各
校
に
持
ち
帰
っ

て
議
論
。
再
び
合
同
教
科
会
で
検
討
す
る
と

い
う
工
程
を
繰
り
返
し
、
24
年
10
月
に
確
定

し
た
。
合
同
教
科
会
に
は
県
教
委
も
毎
回
参

加
し
、
教
師
の
配
置
な
ど
を
相
談
し
な
が
ら

議
論
を
進
め
た
。
企
画
部
長
の
原
澤
亮
太
先

生
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
県
教
委
か
ら
は『
ひ
と
ま
ず
教
師
の
配
置

は
気
に
せ
ず
、
設
定
し
た
い
科
目
を
出
し
ま

し
ょ
う
』と
話
が
あ
り
、選
択
科
目
数
の
上
限

は
決
め
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、目
の
前

の
生
徒
に
は
ど
ん
な
学
び
が
必
要
か
と
い
う

視
点
か
ら
、ま
ず
は
検
討
し
て
い
き
ま
し
た
」

　
例
え
ば
英
語
科
は
、
医
学
部
志
望
者
を
想

定
し
た
「
科
学
英
語
」
を
設
定
。
学
校
運
営

方
針
で
あ
る
探
究
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

充
実
の
視
点
か
ら
学
校
設
定
教
科
「
探
究
」

を
設
け
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
で
の

探
究
学
習
を
さ
ら
に
深
め
る
科
目
「
マ
イ
探

究
」
と
、
教
育
を
テ
ー
マ
に
探
究
す
る
科
目

「
教
職
基
礎
」
を
設
定
し
た
。

　「『
教
職
基
礎
』
は
、
毎
年
度
一
定
数
い
る

教
職
志
望
の
生
徒
を
地
域
の
学
校
教
育
の
未

来
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
教

師
に
よ
る
発
案
を
基
に
設
定
し
ま
し
た
。
県

内
で
初
め
て
設
定
さ
れ
る
科
目
で
す
が
、
地

元
の
大
学
や
教
育
機
関
と
連
携
し
た
講
義
・

演
習
や
、
地
域
の
小
・
中
学
校
、
特
別
支
援

学
校
と
連
携
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど

を
行
う
予
定
で
す
」（
阿
左
見
教
頭
）

　
ま
た
、「
自
律
し
た
学
習
者
の
育
成
」に
向

け
て
、
各
年
次
の
履
修
単
位
数
や
各
年
次
に

配
置
す
る
科
目
を
工
夫
し
た
。１
年
次
は
必

履
修
科
目
の
大
半
を
配
置
し
て
32
単
位
と

し
、２・３
年
次
の
科
目
選
択
の
自
由
度
を
高

め
た
。
卒
業
ま
で
の
履
修
単
位
数
も
弾
力
化
。

３
年
次
は
科
目
を
選
択
せ
ず
に
自
分
の
学
習

を
調
整
す
る「
マ
イ
タ
イ
ム
」を
選
べ
る
よ

う
に
し
、
履
修
単
位
数
を
最
大
31
単
位
と
し

た
。
さ
ら
に
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」を

前
期
に
２
コ
マ
連
続
で
配
置
し
て
単
位
修
得

を
完
了
さ
せ
、後
期
は
そ
の
２
コ
マ
を
生
徒

の
自
己
裁
量
の
時
間
と
し
た
（
Ｐ
．12
図
３
）。

　「
24
年
度
に
沼
田
女
子
高
校
で
、
試
験
的

に
学
年
単
位
で
授
業
を
休
講
に
し
、
生
徒
の

自
己
裁
量
と
す
る
時
間
を
数
回
設
け
た
と
こ

ろ
、
生
徒
は
自
分
で
考
え
て
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
趣
旨
を
し
っ
か
り
と
伝
え

れ
ば
、
生
徒
は
自
己
調
整
し
て
学
べ
る
の
だ

と
、『
マ
イ
タ
イ
ム
』
を
導
入
す
る
意
義
を

実
感
し
ま
し
た
」（
原
澤
先
生
）

　
単
位
制
の
教
育
課
程
で
は
、将
来
を
見
据

＊　旧沼田高校と沼田女子高校の卒業生。

１
学
年
主
任

岡
田
真
輔 

お
か
だ
・
し
ん
す
け

英
語
科
。

教
務
主
任

西
山
茂
樹 

に
し
や
ま
・
し
げ
き

数
学
科
。

企
画
部
長

原
澤
亮
太 

は
ら
さ
わ
・
り
ょ
う
た

地
理
歴
史
・
公
民
科
（
地
理
）。

教
頭阿左

見
充
良 

あ
ざ
み
・
み
つ
よ
し

校
長本多

　勝 

ほ
ん
だ
・
ま
さ
る

選択科目図２

教科 科目

各学科に
共通する
各教科・
科目

国語
文学国語、国語セミナー■、古典
講読■

地理
歴史

地理探究、日本史探究、世界史探
究、地理詳論Ａ・Ｂ★、日本史詳
論Ａ・Ｂ★、世界史詳論Ａ・Ｂ★

公民 政治・経済

数学
数学Ⅲ、数学Ｂ◉、数学Ｃ、理系
数学特講■、文系数学特講■、
数学セミナーⅠ・Ⅱ■

理科

物理、化学、生物、医療化学◆、
物理基礎セミナー■、化学基礎セ
ミナー■、生物基礎セミナー■、
科学論文★

芸術
音楽Ⅱ▲、美術Ⅱ▲、音楽セミナー
■、美術セミナー■

外国語
時事英語■▲、スピーキングイン
グリッシュ■▲、応用エッセイライ
ティング■、科学英語■

情報 情報Ⅱ▲
主として専門
学科において
開設される
各教科・科目

家庭 保育基礎▲、フードデザイン▲

体育 スポーツ総合演習◉

英語 総合英語Ⅰ◉

学校設定教科 探究 マイ探究■、教職基礎■▲

◉：普通コースのみ（数学Ｂは文理探究コースでは必修）、■：学校
設定科目、◆：学校設定科目（普通コースのみ）、★：学校設定科目
（文理探究コースのみ）、▲：２年次または３年次で選択できる科目

※学校資料を基に編集部で作成。

※
同
校
は
統
合
１
年
目
で
あ
る
た
め
、
全
教
師
が
赴
任
１
年
目
。

設
立
　
２
０
２
５
（
令
和
７
）年

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数（
全
日
制
）　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
（
＊
）
進
路
実
績
（
全
日
制
）　
国

公
立
大
は
、
筑
波
大
、
群
馬
大
、
埼
玉
大
、
東
京
学
芸
大
、

新
潟
大
、
金
沢
大
、
群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
、
群
馬

県
立
女
子
大
な
ど
に
55
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
明

治
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
２
４
９
人
が
合

格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
41
人
。
就
職
12
人
。

学
校
概
要

教
育
課
程
　運
用
の
工
夫

３
年
次
の
科
目
選
択
を
見
通
し
、

１
年
次
か
ら
将
来
を
考
え
る

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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え
た
科
目
選
択
が
よ
り
重
要
に
な
る
た
め
、

１
年
次
か
ら
大
学
・
企
業
見
学
等
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。１
年
次
９
月

に
は
、２
年
次
の
科
目
選
択
に
向
け
た
説
明

会
を
開
き
、選
択
科
目
の
一
覧
や
注
意
事
項
を

ま
と
め
た
履
修
計
画
書
を
配
布
。
担
任
は
面

談
を
重
ね
、
丁
寧
に
生
徒
を
支
援
し
て
い
る

と
、１
学
年
主
任
の
岡
田
真
輔
先
生
は
語
る
。

　「
１
年
次
に
決
め
る
の
は
２
年
次
の
選
択

科
目
の
み
で
す
が
、
３
年
次
の
選
択
科
目
を

見
通
し
て
履
修
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
指
導

し
、
探
究
学
習
で
も
『
３
年
間
で
マ
イ
・
ス

ト
ー
リ
ー
を
語
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
』
と
何

度
も
伝
え
て
い
ま
す
。
大
学
で
学
び
た
い
こ

と
や
そ
の
後
の
活
躍
の
仕
方
な
ど
、
ど
の
生

徒
も
将
来
を
よ
り
主
体
的
・
具
体
的
に
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
目
指
す
職
種
で
働
く
社
会

人
の
助
言
を
受
け
て
専
門
学
校
志
望
か
ら
大

学
志
望
に
変
更
し
た
生
徒
も
い
ま
す
」

　
１
学
年
団
は
、
希
望
進
路
や
選
択
予
定
の

科
目
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
で
調
査
し
、

１
年
生
全
員
の
回
答
を
一
覧
化
し
て
教
師
間

で
共
有
。
気
に
な
っ
た
点
を
伝
え
合
う
。

　「
教
師
が
１
人
で
問
題
を
抱
え
込
ま
な
い

こ
と
や
、
内
容
に
応
じ
て
最
適
な
教
師
を
頼

る
よ
う
に
生
徒
を
指
導
す
る
こ
と
な
ど
を
徹

底
し
て
い
ま
す
。
学
校
全
体
で
支
援
・
指
導

に
あ
た
る
こ
と
は
、
個
々
の
教
師
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
り
、
生
徒
に
と
っ
て
は
多
様
な

教
師
と
の
対
話
を
通
じ
て
視
野
を
広
げ
る
機

会
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
岡
田
先
生
）

　
な
お
、
現
１
年
生
に
お
い
て
は
、「
マ
イ
探

究
」は
26
人
、「
教
職
基
礎
」は
28
人
が
履
修

を
希
望
し
、３
年
次
で「
マ
イ
タ
イ
ム
」
を
設

け
た
い
と
考
え
て
い
る
生
徒
も
複
数
い
る
。

　
生
徒
が
科
目
選
択
を
通
じ
て
「
自
分
は
何

に
興
味
が
あ
る
の
か
」「
ど
ん
な
こ
と
を
学

び
た
い
の
か
」
を
突
き
詰
め
て
考
え
る
こ
と

は
、
各
教
科
・
科
目
の
授
業
に
お
い
て
、「
も

っ
と
知
り
た
い
」「
関
連
す
る
こ
と
は
何
か
」

な
ど
と
、
学
び
が
自
分
事
化
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
教
師
も
、
生
徒
の
将
来
を

見
据
え
た
支
援
・
指
導
を
よ
り
強
く
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「
面
談
で
は
『
何
に
な
り
た
い
の
か
』『
何

を
学
び
た
い
の
か
』
と
生
徒
に
問
う
こ
と
や
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
た
対
話
が
増
え
ま
し

た
。
生
徒
の
未
来
か
ら
逆
算
し
、
教
科
横
断

的
な
視
点
で
年
次
ご
と
の
学
習
内
容
を
構
築

す
る
過
程
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
そ
の
も
の
で
す
。
履
修
指
導
を
通
じ
た

支
援
は
、
教
師
全
員
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
主
体
的
に
推
進
す
る
体
制
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
西
山
先
生
）

　
高
校
卒
業
後
も
高
度
な
研
究
な
ど
を
継
続

し
た
い
生
徒
を
対
象
と
し
た
発
展
的
・
応
用

的
な
学
習
を
行
え
る
学
校
設
定
科
目
を
組
み

込
ん
だ
こ
と
で
、
各
科
目
の
内
容
を
深
く
追

究
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
。
同
時
に
、
会
議

を
精
選
し
て
協
議
方
法
も
工
夫
す
る
な
ど
、

教
師
の
負
担
軽
減
も
図
っ
て
い
る
。「
何
か

あ
れ
ば
話
し
合
う
」
と
い
う
連
携
体
制
の
中

で
、
ま
ず
は
新
し
い
教
育
課
程
を
一
巡
さ
せ

て
基
盤
を
整
え
、
生
徒
の
履
修
状
況
や
ニ
ー

ズ
な
ど
か
ら
改
善
を
進
め
て
い
く
考
え
だ
。

　「
25
年
度
の
高
校
入
試
で
は
本
校
を
選
ぶ

地
域
の
生
徒
が
増
え
て
文
理
探
究
コ
ー
ス
は

県
内
で
最
も
高
倍
率
と
な
り
、
本
校
へ
の
期

待
を
感
じ
て
い
ま
す
。
開
校
時
の
改
築
で
は

『
学
校
全
体
を
探
究
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
』
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
ラ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
始
め
と
す
る
、
探
究

や
対
話
が
し
や
す
い
ス
ペ
ー
ス
を
校
内
の
各

所
に
設
け
る
な
ど
、柔
軟
な
教
育
課
程
に
よ
っ

て
生
徒
が
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
た
学
び
を
深
め

る
環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
。
教
師
と
生
徒
が

と
も
に
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
魅

力
的
な
学
校
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
挑
戦

を
続
け
て
い
き
ま
す
」（
本
多
校
長
）

３年次前期　文系生徒の時間割（例）図３

月 火 水 木 金 カセット

１ 論理国語 体育 英語コミュニ
ケーションⅢ 文学国語 日本史探究 古典探究

２ マイタイム 日本史探究 政治・経済 数学Ｃ 文学国語 英語コミュニ
ケーションⅢ

３ 政治・経済 数学Ｃ マイタイム 化学基礎
セミナー＊ 政治・経済 論理・表現

Ⅲ

４ 日本史探究 化学基礎
セミナー＊

論理・表現
Ⅲ 論理国語 体育

５ 古典探究 政治・経済 教職基礎＊ 日本史探究 総合的な
探究の時間

６ 英語コミュニ
ケーションⅢ ＬＨＲ 教職基礎＊ 英語コミュニ

ケーションⅢ
総合的な
探究の時間

３年次は、科目を選択せずに自分の学習を調整する時間とする「マイタイム」
の選択が可能。探究学習や受験勉強のほか、面談や小論文・面接指導などでの
活用を想定している。「マイタイム」の活動計画・報告は、担任に提出させる予定だ。

学校設定科目「教職基礎」は、５・６時間目と２コマ連続で配置することで、小・
中学校を訪れての活動や、放課後の活動に取り組みやすくした。科目設定にあ
たっては、他県の先進校を視察した。

３年次は履修単位数を最大31単位とし、「総合的な探究の時間」は、前期の金
曜５・６時間目に配置。後期のその時間は科目を配置せずに放課後とし、年内
入試の準備などに充てられるようにした。生徒は下校も可能。

１コマの授業時間を55分間、１日６コマとした。カセットの３コマ分を定期的
に特定の曜日のコマと入れ替えて、「１単位＝35単位時間」の授業時間を確保
している。

※学校資料を基に編集部で作成。

■■：選択科目　＊：学校設定科目
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A

B C

A

B
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成
果
と
課
題

地
域
の
生
徒
の
た
め
に
、よ
り
柔
軟
に

教
育
課
程
を
考
え
て
い
く
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